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第27回全速集食へのお餅し､

.5.; I

先日(6円4れ盾さんのご協力7塵軌こ支聯金を終了

し.年間のもう一つの大き7]r行事である全逓集金の三溝内

をする欄と有りました｡す7･に｢甘ん新ん.唾呼号がお

手元に属し､7㌢し､ることと,tPulL､ますが､今年は7 1年/J川L:胸

川で･開催されることL'Jd:りました｡ ｢凄かな医療と腐社を

求める声がこの賓.大雪山連峰Lここだまする/｣をスロー

ガンLこ全連の患者･家辞が池)flL瑠締します.

命科食7･lJ.皆さんよくご伽の山のエ病疫リウマチ修

原痢センター-センター長の佐用p77先生に医療講演をお帝

針してし､細中仙また同じ内容の話かとが牙がレ､
ら1しやるかもしれませんが､自弁の病気の知萩を正しく

動こ1Llる勧･Jよ､何回軌､たかでは甘く.ヒ･れだけ理解

しTこかが大切君と思しlます｡まr-:解67方々Lこ､友の食や

屑輝病につして知1て頂くたれこtIかかせ机､命和合とか

ってし､細　　　　　　　　　　よ

友の食としては.出来る和す多くの方々に殊和して傾く

ためLこ.食員の膏さんEこ禰脚を行机､ます｡大森暑い蹄で

Lよか)3すが､棚を養えて暑さんのご参加をIt;から繍

ちしてし､ます｡　　　　　　　　　題



第21回r全道集会｣の成功のために

初めて札幌を稚れて触りで開かれた､ 1 1回Elの栓道集免は

難病連結成1 0周年と難病センター開設を迎えた翌年でした｡

その決議と集会アピールはr8本の北鶴でのこの集会は､決して

少なくない波紋と記性を残すものと思いますJと､全国の仲間に､
r手を結び､活動の梅をひろげるJことを訴えました｡

今年の旭川での全道集金は､奇しくも難病連結成2 0周年と難病

センター開設1 0周年の翌年という､記念すべき新しい第一歩を刻

むこととなりました｡

私たちは､この1 1年臥多くの方々の唾かいご支援に支えられ､
-つひとつの活動を耕み重ねてきました｡中でも､地城の部会候

病別患者会)の育成に力を注いできました｡

今年､第21回Ⅶ病患者･韓青春と家族の全道集剣を旭日に

迎え引こあたって､集会の成功のため､その総力を結集して取り組

むことをここに宣言します｡

全道各地の､難病患者･韓青書と家族の皆さんJ

地目は､雄大な大雪山連峰を水源とする石狩川をはじめ､牛朱別

川､忠別川､美執Ilなど､大小およそ1 30本もの河川が街を流れ

ていることから､り日のまち｣と言われています｡

そしてまた､家具と彫刻のまちとも言われています｡

私たち一人ひとりの､人間として当然の､ささやかな願いを全道

各地から持寄りまし上う｡小さな水滴が集って大きな川となり､や

がて大海に注ぐように- ･

そして､お互いの心と患者会活軌こ､確かな歩みを刻みましょう｡

かむ甜と名鑑をかる舛
こ硯脚:こだまナ81

1 994年4月24日

財団法人1快適難病捌帥伎邸
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